




















































































































































































































































































































とても貢献している( 見込まれる) わずかに貢献している( 見込まれる) どちらともいえない ほとんど貢献していない( 見込めない) 全く貢献していない( 見込めない) 
５．人材の採用状況 
（１）３割弱の企業が大学等の理系卒業生の採用あり。 






























































































図表 0-12 群馬大学の産学連携への強化・改善要望事項（複数回答） 
 
群馬大学に対して強化・改善し
てほしい項目として多いものは、
「製品化に直結する研究開発」、
が最も多かった。次いで「技術相
談」、「研究装置・設備の利用促進」
の順であった（図表 0-12）。 
 
 
 
(注)得点：１位回答☓３点+２位回答☓２点+３位回答☓１点 
 
７．本調査研究の示唆 
産学連携を行う上では、人的、時間的、金銭的コストがかかるため、産学連携を行う企
業は、ある程度の企業規模は必要である。しかし、群馬大学の連携企業を見ると、若干の
差異は見られるが、企業規模が小さくても産学連携している企業があった。つまり、地域
には企業規模が小さくても、研究開発意欲が強く、産学連携に意欲的な企業群があった。 
産学連携のきっかけとしては、以前から知り合いであったという理由の他に、行政やコ
ーディネーターからの紹介との回答比率が高かった。一方、産学連携しない理由は、大学・
高専とのコネクションがないとの理由や、研究内容を知らないとの理由であった。つまり、
企業は産学連携に対し、自ら積極的に関係を求めるというより受動的な対応である企業が
比較的多いと言える。また産学連携の経験のある企業では、大学・高専の理系卒業生の採
用やインターンシップ生の受入が比較的多くあるという関係があった。 
県内企業の中には、新製品などの開発を行っている企業でも大学や公設試などの公的機
関をあてにせずに、同業他社や取引先、系列企業などと関係を構築し技術開発を行ってい
る企業群があった。県内には技術力も高く、研究開発意欲の高い企業も多くある。産学連
携には人とのつながりが重要であると言える。これらの点を踏まえると、群馬大学への要
望事項に関する回答では、人材育成や情報発信に関するニーズは少なかったが、大学の研
究内容を地道に情報発信していくことなどが次の産学連携につながると言える。地域で産
学連携を活性化させるには、研究開発意欲のある企業に対して、大学活用のメリットを PR
して地域内での関係構築を促進させることが必要である。 
 
 
